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突
然
死
で
も
っ
と
も

多
い
原
因
は
？

　

突
然
死
と
は
、
病
気
の
症
状
が
出
て

か
ら
24
時
間
以
内
に
予
想
外
に
亡
く
な

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
交
通
事
故
な
ど

の
ケ
ガ
が
原
因
の
死
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

突
然
死
の
も
っ
と
も
多
い
原
因
は
心

臓
の
病
気
で
す
。

【
代
表
的
な
心
臓
の
病
気
】

○
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
（
虚
血
性
心
疾

患
）：
心
臓
に
血
液
を
送
る
血
管
が

狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し
て
、

心
臓
の
筋
肉
が
弱
っ
て
し
ま
う
病
気
。

○
心
不
全
：
心
臓
の
力
が
弱
く
な
っ
て
、

全
身
に
十
分
な
血
液
を
送
れ
な
く

な
る
状
態
。

○
不
整
脈
：
心
臓
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
、

正
常
に
血
液
を
送
り
出
せ
な
く
な

る
状
態
。

○
心
臓
弁
膜
症
：
心
臓
の
弁
が
硬
く
な

っ
て
、
血
液
の
流
れ
が
う
ま
く
い

か
な
く
な
る
病
気
。

　

心
臓
の
病
気
の
症
状
に
は
、
息
切
れ
、

動
悸
、
胸
の
痛
み
、
め
ま
い
、
む
く
み
、

疲
れ
や
す
さ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
症
状
が
あ
る
方
は
、
医
療
機
関
で

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
臓
の
病
気
は

動
脈
硬
化
か
ら
始
ま
る

　

突
然
死
の
原
因
と
な
る
心
臓
の
病
気

は
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
「
血
管
の
老
化
現
象
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
の
壁

に
た
ま
り
、
そ
こ
に
プ
ラ
ー
ク
（
こ
ぶ

の
よ
う
な
も
の
）
が
で
き
て
、
血
管
が

突
然
死
の
リ
ス
ク

あ
る
日
突
然
、
大
切
な
人
が
命
を
落
と
す
―
―
。
そ
ん
な
予
期
せ
ぬ
悲
劇

の
背
景
に
、
動
脈
硬
化
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

年
間
９
万
人
以
上
が
突
然
死
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
心
臓
の

病
気
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

ど
う　
　
　

み
ゃ
く　
　
　

こ
う　
　
　
　

か

動
脈

硬
化
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硬
く
狭
く
な
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
い
る
血
管
に

血
の
か
た
ま
り
（
血
栓
）
が
詰
ま
る
と
、

命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
知
る
た
め
の
検
査

　

動
脈
硬
化
は
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

少
な
い
た
め
、
定
期
的
な
健
康
診
断
が

大
切
で
す
。
以
下
の
検
査
で
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。

○
血
液
検
査
：
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
、
血
糖
値
を
調
べ
ま
す
。

○
頸
動
脈
エ
コ
ー
（
超
音
波
検
査
）：

首
の
血
管
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
血

管
の
硬
さ
や
プ
ラ
ー
ク
の
有
無
を

確
認
し
ま
す
。

○
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
（
足
首
と
腕
の
血
圧
の

比
率
を
測
る
検
査
）：
血
管
が
狭
く

な
っ
て
い
な
い
か
、
詰
ま
っ
て
い

な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
進
行
を

抑
え
る
治
療

　

動
脈
硬
化
の
進
行
を
抑
え
る
治
療
に

は
、
薬
物
療
法
と
外
科
的
療
法
が
あ
り

ま
す
。

【
薬
物
療
法
】

◦
降
圧
薬
（
高
血
圧
治
療
薬
）：
血
圧

を
下
げ
て
血
管
へ
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

◦
ス
タ
チ
ン
系
薬
（
脂
質
異
常
症
治
療

薬
）：
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

ら
し
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
防
ぎ

ま
す
。

◦
抗
血
小
板
薬
（
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
）：

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
血
栓
を

防
ぎ
ま
す
。

【
外
科
的
治
療
】

◦
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）：
狭

く
な
っ
た
血
管
を
広
げ
る
た
め
に

バ
ル
ー
ン
や
ス
テ
ン
ト
を
使
用
し

ま
す
。

◦
バ
イ
パ
ス
手
術
：
詰
ま
っ
た
血
管
の

代
わ
り
に
新
し
い
血
管
を
つ
な
ぐ

手
術
で
す
。

突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

動
脈
硬
化
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、
適
度
な

運
動
、
禁
煙
、
そ
し
て
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
生
活
、
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る

方
は
糖
尿
病
の
治
療
が
、
し
な
や
か
な

血
管
を
守
り
続
け
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
で
突
然
死

の
リ
ス
ク
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

血液検査

頸動脈エコー

ABI 検査

血液

プラーク

血栓

血管
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ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

医
療
っ
て
な
に
？

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉
を

耳
に
さ
れ
る
機
会
は
多
い
か
と
思
い
ま

す
。

  

「
抗
加
齢
」「
抗
老
化
」
と
も
呼
ば
れ
、

「
加
齢
に
よ
る
身
体
的
の
機
能
低
下
を

で
き
る
限
り
抑
え
る
こ
と
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
身
体
的
・
精
神
的
な
両
面
か

ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
医

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
、「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医

療
」
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
は
、
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、

産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
、
皮
膚
科
、
歯

科
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

ど
ん
な
検
査
を

　
　
　

 

す
る
の
？

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
で
は
検
査

に
よ
っ
て
、
身
体
機
能
の
低
下
の
進
行

度
合
い
を
調
べ
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

○
血
管
年
齢　

動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を

調
べ
る
。

○
筋
肉
年
齢　

筋
肉
の
量
な
ど
を
調
べ

て
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
の
状
態

に
な
っ
て
い
な
い
か
調
べ
る
。

○
脳
・
神
経
年
齢　

認
知
機
能
や
記
憶

力
に
低
下
が
な
い
か
調
べ
る
。

○
骨
年
齢　

骨
密
度
を
測
定
し
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク
を
調
べ
る
。

　
　
　

 

老
化
の
四
つ
の

　
　
　

 

原
因
と
は
？

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
で
は
、
老

化
に
は
四
つ
の
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑴
活
性
酸
素
：
身
体
の
細
胞
や
遺
伝
子

が
傷
つ
け
ら
れ
る
。

⑵
糖
化
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ

な
か
っ
た
糖
質
に
よ
っ
て
細
胞
が

劣
化
す
る
。

⑶
長
寿
遺
伝
子
（
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝

子
）：
長
寿
遺
伝
子
の
働
き
が
鈍
る

と
、
細
胞
が
修
復
さ
れ
に
く
く
な
る
。

⑷
ホ
ル
モ
ン
レ
ベ
ル
：
筋
肉
量
や
骨
密

度
、
新
陳
代
謝
、
免
疫
力
な
ど
が

低
下
す
る
。

　
　
　

 

ど
ん
な
治
療
が

　
　
　

 

あ
る
の
？

　

こ
れ
ら
四
つ
の
原
因
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
医
療
機
関
で
は
次
の
よ
う
な
治

療
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
た
め
に

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
は
、
見
た
目
の
若
返
り
だ
け
で
な
く
、

内
面
か
ら
の
健
康
維
持
と
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
最
先

端
の
医
療
分
野
で
す
。
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世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

「
社
会
的
つ
な
が
り
委
員
会
」
に
よ

る
最
新
の
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
世
界
人
口
の
６
人
に
１
人
が
孤

独
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
孤
独
は
健
康
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
（
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会

的
な
良
好
な
状
態
）
に
深
刻
な
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
、
孤
独

は
年
間
で
87
万
１
千
人
以
上
の
死
亡

と
関
連
し
て
お
り
、
１
時
間
あ
た
り

約
１
０
０
人
が
孤
独
に
関
連
す
る
健

康
リ
ス
ク
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

脳
科
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
孤
独

を
感
じ
る
と
脳
の
な
か
で
肉
体
的
な

痛
み
を
処
理
す
る
領
域
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
者
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
的
に

築
く
こ
と
は
、
健
康
維
持
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
数

多
く
の
デ
ー
タ
と
研
究
で
立
証
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
孤
独
は
、
心
臓
病
、
認
知

症
、
う
つ
病
な
ど
の
疾
患
リ
ス
ク
を

高
め
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
が
り
の
健
康
法
」
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

孤
独
が
も
た
ら
す
健
康
へ
の
影
響

は
、
単
な
る
心
理
的
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
重
大
な
公
衆
衛
生
上
の
課
題

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

「
つ
な
が
り
の
健
康
法
」
を
実
践
す

る
た
め
に
、
定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
、
共
通
の
趣
味
を
通
じ
た
交
流
、

そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
有
効
活

用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
抗
酸
化
療
法　

高
濃
度
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

点
滴
、
グ
ル
タ
チ
オ
ン
点
滴
、
ニ
ン

ニ
ク
点
滴
な
ど
に
よ
り
抗
酸
化
物
質

を
抑
え
る
。

⑵
糖
化
抑
制　

食
事
療
法
に
よ
り
、
血

糖
値
を
高
め
る
食
品
の
過
剰
摂
取
を

改
善
す
る
。

⑶
Ｎ
Ｍ
Ｎ
点
滴　

ニ
コ
チ
ン
ア
ミ
ド
モ

ノ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
を
点
滴
で
投
与
し
、

長
寿
遺
伝
子
を
補
充
す
る
。

⑷
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法　

加
齢
と
と
も

に
減
少
す
る
男
性
ホ
ル
モ
ン
や
女
性

ホ
ル
モ
ン
、
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン

（
Ｈ
Ｇ
Ｈ
）
な
ど
を
投
与
す
る
。

　
　
　

遺
伝
よ
り
環
境
が

　
　
　

老
化
を
左
右
す
る
？

　

興
味
深
い
報
告
が
、
あ
る
研
究
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
一
卵
性
双
生
児
に
つ
い
て
調

べ
た
も
の
で
、
生
ま
れ
た
頃
は
そ
っ
く

り
な
見
た
目
を
し
て
い
ま
す
が
、
加
齢

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
以
外
の
報
告
か
ら
も
、

老
化
の
原
因
は
遺
伝
子
的
要
因
よ
り
も

「
環
境
因
子
」
に
あ
る
と
い
う
考
え
方

が
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
に
お
い

て
は
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
・
運
動
・
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
・

喫
煙
・
過
度
の
飲
酒
と
い
っ
た
要
因
で

す
。

　

こ
れ
ら
が
老
化
に
も
た
ら
す
影
響
は

科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
医
師
の
指
導
の
も
と
に
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生活
ほっと
ニュース

つながりの健康法
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
文
字
を
大
き
く
し
て
あ
り
ま
す
。

特殊詐欺から身を守るために

人生100年時代の知恵

警察官を装う詐欺・投資詐欺の特徴

　複数の世代に広がっていますが、とく
に20 ～ 30代の若者を狙った、警察官に
なりすました詐欺が急増しています。詐
欺師たちはＳＮＳを利用し、チームで若者
をだまして金銭を振り込ませます。
　一方、65歳以上の方をターゲットにす
る投資詐欺も増えています。有名人の名
前を使って「必ず儲かる」「特別な機会」
などの甘い言葉で信用させ、指定口座へ
の送金を促します。

詐欺の共通点と注意点

　特殊詐欺の多くは、携帯電話やＳＮＳを
利用して接触し、相手の心理につけ込ん
で金銭を振り込ませようとします。

◦若者の場合：警察官や検察官を名乗る
人物が威圧的な態度で、不安や恐怖心
を煽り、振り込みを要求する。

◦高齢者の場合：信頼関係を築いた上で、
投資話を持ちかけ多額の金銭をだまし
取る。

被害を防ぐために

　もし、携帯電話や SNS で知り合った相
手が「お金を振り込んでほしい」と言っ
てきたら、それは詐欺だと思ってください。
◦すぐに家族や信頼できる人に相談しま
しょう。

◦不安な場合は、警察相談専用電話
「＃9110」に連絡してアドバイスを受
けましょう。

　詐欺の手口は年々巧妙化しています。
一人で悩まず、必ず誰かに相談すること
が被害防止の第一歩です。

これまで特殊詐欺の被害者の約9割は65歳以上の方でしたが、最近２年で状況が変化
し、現在では65歳未満の被害者が50％を超えています。



7〈頭のストレッチの答え〉

　ある病気を患ったときに、代表的な症状とは
一見すると無関係に思える症状が現われること
があります。
　これは、「非典型的症状」と呼ばれています。
【代表的な非典型的症状の例】
○心筋梗塞
　典型的症状 : 胸の圧迫感、痛み
　非典型的症状 : 背中、肩の痛み、歯の痛み
○糖尿病

　典型的症状 : 多飲、多尿、体重減少
　非典型的症状 : 痒み、視力低下、慢性的な疲労感
　「歯の痛みが、心臓の病気によるもの」「皮膚
の痒みが、糖尿病によるもの」とは、なかなか
考えにくいものです。
　非典型的症状をほ
かの病気や加齢によ
るものと自己判断し
ないようにしましょ
う。気になる症状が
続くときは放置せず
に、早めに医療機関
を受診してください。

「飲む点滴」と呼ばれてる甘酒は、冬に温めて飲むイメージがありますが、江戸時代には夏の飲み
物として冷やした甘酒が売られていました。俳句でも「甘酒」は夏の季語とされています。

甘酒の種類

　甘酒には、米麹甘酒と酒粕甘
酒の２種類があります。
・米麹甘酒
　米麹が原料で、砂糖などの甘
味を加えず、麹菌の働きにより
米本来の自然な甘みが特徴で、
アルコール分は含まれていま
せん。「飲む点滴」と呼ばれて
いるのはこのタイプです。
・酒粕甘酒
　日本酒を作る過程で副産物
として生まれる酒粕に、砂糖な
どの甘味を加えて作られます。
酒粕甘酒には少量ですがアル
コールが含まれているので、お
酒が飲めない人、妊婦や子供は
避けた方が良いでしょう。

甘酒の栄養価

　甘酒には、ブドウ糖、ビタ
ミンＢ群、オリゴ糖、アミノ酸、
食物繊維などたくさんの栄養
素が含まれています。これら
は、点滴で補給される成分と似
ていることから、点滴のよう
に栄養を摂取できると考えら
れるため、甘酒は「飲む点滴」
と呼ばれています。

甘酒の効果

　甘酒に含まれるブドウ糖は、
消化吸収が早く、疲労回復やエ
ネルギー補給に役立ちます。ま
た、便秘改善や美肌、免疫力ア
ップなど、様々な効果が期待さ
れています。

　特に夏の暑さで食欲不振の
時などは、冷たく冷やした甘酒
を飲むことで、手軽に栄養補給
ができます。米麹甘酒も酒粕甘
酒もスーパーなどで色々な種
類が販売されていますので、ご
自分の好みや体質に合ったも
のをお試しください。
　また、甘酒は糖質が多く含ま
れているので、１日に200㏄程
度を目安に、飲み過ぎには注意
しましょう。

＊「飲む点滴」甘酒＊

見逃さないで、　　　　この症状！
思わぬ症状が重篤な病気のサインに

①けしごむ ②むさし ③しろうと ④とうひよう ⑤うま ⑥まさかり ⑦りたいあ ⑧あいらく
⑨くうこう ⑩うのう ⑪うわさ ⑫さいふ ⑬ふろあ ⑭あうん……現れる言葉は「けいろうのひ」
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①　ズッキーニは1cm 厚さの輪切りにする。なすとパ

プリカは乱切りにする。

②　ⓐの梅干しはちぎって他の材料と鍋に入れ中火に

かけてひと煮立ちしたら火を止め保存容器に入れる。

③　フライパンに油を1cm くらい入れ180℃に熱し、

ズッキーニを入れ少し揚げ色がつくまで時々返し

ながら揚げる。続いてなす、パプリカを順に入れ

時々返しながら揚げる。油を切って②の保存容器

に入れ1時間程置いて味をなじませる。

冷蔵庫で4日保存可能。　

暑さで食欲がない時にもおすすめです。

　梅干し	 1個 (10g)

　だし	 ¾カップ

　酢	 ¼カップ
　しょうゆ、みりん

	 各小さじ1

　砂糖・塩	 各小さじ½

旬の野菜の梅風味揚げ漬け
MONTHLY COOKING

作り方

ワンポイント

作りやすい分量

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

全量 250 kcal

ⓐ｛

下のヒントを参考に、しりとりを完成させ、
①からオレンジ色のマスを右下に読むと、
どんな言葉が現れるでしょうか？

① ② ③

④

⑤⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪

①書いたものを消す道具
②剣豪「宮本～」
③専門家でない者
④選挙や採決の時にする
⑤来年の干支
⑥金太郎が担いでいるもの
⑦棄権、引退、退職

　　　　　　　　　　

①書いたものを消す道具
②剣豪「宮本～」
③専門家でない者
④選挙や採決の時にする
⑤来年の干支
⑥金太郎が担いでいるもの
⑦棄権、引退、退職

　　　　　　　　　　

⑧「喜怒～」
⑨成田、羽田、新千歳
⑩脳の右側
⑪「人の～も七十五日」
⑫お金を入れる物
⑬「階」の英語、１F,２F
⑭「～の呼吸」

⑧「喜怒～」
⑨成田、羽田、新千歳
⑩脳の右側
⑪「人の～も七十五日」
⑫お金を入れる物
⑬「階」の英語、１F,２F
⑭「～の呼吸」
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